The Lepidopterological Society of Japan 


1970 yE I TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 21, No. 8&4 — 91 — 


H 本 pe Calothysanis 属 の 幼虫 





t BE FD — X 
新潟 県 巻 町 新潟 県 立 巻 高等 学校 
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Calothysanis 属 は , Sterrhinae (ヒメ シャ ク 亜 科 ) Cosymbiini (a 7 XE 4 v x ZI) CEL, わが 国 に は 次 
の 5 種 の 棲 忠 が 確認 され て いる (井上 , 1957. 
C. amata LINNAEUS ベニ スジ ヒメ シャ ク 
. comptaria WALKER コ ベ ニ スジ ヒメ シャ ク 
. apicirosea PROUT フト ベニ スジ ヒメ シャ ク 
. dichela PROUT ウス ベニ スジ ヒメ シャ ク 


LO 


. convectaria WALKER トト ガリ ベ ニス ジ ヒ メ シャ ク 

と れ ら の うち amata は , 北海 道 亜 種 (subsp. ovidius BRYK) こと 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 対馬 亜 種 (subsp. 
prouti INOUE) と 分 類 さ きれ て いる (Inoue, 1958). と の amata を の ぞ く 4 種 は 互い に 色彩 斑紋 が 酷似 し , 種 
の 同定 に は 通常 変 尾 器 の 調査 を 必要 と し て いる . お そら く 非 常に よく ま と ま っ て いる 属 で ある と 考え られ る が , と 
れ ま で 幼虫 に つい て の 報告 は 全く な され て いな い ・ 

筆者 は 現在 まで に convectaria を の ぞ く 4 種 の 幼虫 を 飼育 し , 主として 形態 的 な 比較 研究 を お と な い 人 各種 の 半 
同 を 明らか に する と と が で きた の で 報告 し た い . Convectaria (3, わが 国 で は 九州 ・ 屋久 島 ・ 沖 縄 に 産 す る 種 で あ 
る た め , これ まで 飼育 の チャ ンス が な か っ た が , 今後 地元 の 方 の 協力 な ど が 得 ら れれ ば 幼虫 を 調べ 既知 種 と の 比較 
検討 し て みた い . 

本 文 に 入る 先立ち , 文献 を 貸与 され た 柴田 喜久 雄 ・ 桜 井 精 両氏 , 採集 飼育 に 御 協力 いた だ いた 清野 昭夫 氏 に 
深く 感謝 する ・ 








E の 概 説 
Genus Galothysanis HUBNER (1823) 


主として 十分 に 生長 し た 終 令 幼虫 ビ つ いて 記載 する . 頭 部 ・ 胴 部 の 刺 毛 の 名 称 は , 原則 と し て Hinton (1946) 
腹 節 は A1—A10 で あら わす . 


1. 外 部 形 態 


[ 頭 部 ] CPl.1, Figs. 7-11) 頭 幅 は 高 さ の 1.1~1.2 倍 . 前 頭 は 明らか に 幅 よ り も 高い . RIEMEN Cadfron- 
tal suture) は 明瞭 、 単 眼 は 大 き さ が 異な り , 単眼 3 が 最大 , 単眼 6 が 最小 で ある (前 者 の 直径 は 後者 の 約 1.5 倍 
EO. 単眼 1・2・4・5 は , ほぼ 同じ 大 き さ で 単眼 3 より や や 小さ い 程 度 で ある .・ 単眼 2 は 1 より 3 に 近い . 東毛 は 
ーー 次 剰 毛 より な り 先 端 失 る . WE P1 は P2 の わずか に 外 方 で AF2 より 下方 に ある . Pb は P2 より や や Pl 
に 近い . HIE F1 は Fa より 明らか に 上 方 に ある . AFa は AFL より AF2 に 近く , AF1 は AF2 より 1 に 近 
vs WE A1 は C2 と ほぼ 同じ 高 さ に ある . 刺 毛 A 2 は F 1 の や や 外 方 に あり , A3 は AFL の や や 下方 に あ 
5. HE し 1 は , P1 の や や 上 方 に ある . 刺 毛 01 は 単眼 2 と 3 か ら は ば 等 距離 に ある ・ 
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COR] LR (PI. 1, Fig. 12) 中 央 の 切れ 込み (labral emargination) は 約 1/3. 表面 の 刺 毛 L1 は L2 
に 近接 し や や 上 方 に 位置 する . 裏面 の 上 咽頭 刺 毛 (epipharyngeal seta) は いずれ も 上 展 緑 に 達し な い . KAR 

(PL1, Figs. 13-16) は 9 一 10 本 の 末端 歯 (distal teeth) を も ち , 外側 の 第 1 歯 小さ く , 第 2 一 4 歯 が 大 きい . 

第 9 歯 以降 内 側 に いく 区 従 っ て 小さ く な る . た だ し 他 の 鱗 甚 目 幼虫 と 同様 , 来 端 歯 が 魔 滅 し て 先端 の 形 を か えた 
D, 数 が 少な く な っ て いる 個体 も ある . 内 歯 internal teeth) を 欠く . 内 面 の ひだ (rib) は 2 本 認め られ る が , 
comptaria 以外 の 種 で は 内 側 の ひだ は 不明 瞭 で ある . "Xi Cspinneret) の 長 さ は , 基部 の 幅 の 約 3.4 倍 で , X 
端 へ いく に つれ て ゆる や か に 細 ま り , 先端 部 わずか に へ と お . 

[ 胴 部 〕 CPI. 1 Figs. 1, 2) 細長 く 円 筒 形 で , T3 の 後方 (尾方 ) か ら A 1 に か け て 著しく 膨大 する . col 
大 部 は Al の ほぼ 中 央 で 最大 と な り 以 後 急 に 細 ま る . 他 の 各 節 で は , 中 央 部 か ら 後 方 に か け て 側 方 に や や 突出 す 
る . 特に TZ, AZ—A5 の 各 節 で 顕著 で ある . A7~A9 名 節 は 他 節 に 比 し て 短い . T3 の 胸 脚 は 館 の 膨大 に よ 
り , 同 節 の 前 方 ( 頭 方 ) に か た よっ て いる . 腹 脚 は A6 と の みあ り , 同 節 の 著しく 後方 に た 存する. 刺 毛 は 短く 先端 
失 り 外観 上 目立た な い . Al の 刺 毛 は 他 の 腹 節 の 対応 する 刺 毛 より 長い . 特に 刺 毛 L2, LD (と の 刺 毛 に つい て は 
後述 する うう, V1 が 顕著 (3 倍 以上 の 長き ) CHS. と れ は お そら く 同 節 の 膨大 に と も な う 特 化 で あろ う . な お 若 
令 幼 虫 で は , 一 部 の 東毛 (T2・T8 の SD1, T1 の L1, A6 の SV. V1, 尾 脚 ・ 尾 節 板 上 の 刺 毛 ) を 除き , 
短小 で 先端 は 丸み を お びている . 各 刺 毛 は 小 隆 起 上 に あり , 特に D 刺 毛 の も の が よく 発達 し て いる . と の よう に 終 
令 幼 虫 と の 若干 の ちがい が 見 られ る が , 若 令 幼 虫 に つい て は , 現在 手元 に ある 材料 が 少 い た め , 今後 さら に 多く の 
材料 を 得 て 再 検討 する つも り で ある . 主として 一 次 刺 所 か ら な る が , 亜 一 次 刺 毛 L2, L8 が T2, T3 i, LB 
が AI~AB の 各 節 に SV3 が A3—-A6 の 各 節 に 認め られ る . さら に AI~AT の 各 節 で は , L2 の 後 腹 方 に シ 
ャ ク ガ 科 人 特徴 的 な 1 刺 毛 を 加え る . と の 刺 毛 は , か っ て FRACKER (1915) が “lambda 2”, GERASIMOV 
(1935) が "VIa" と 命名 し た も の に 相当 する が , HINTON (1946) は こと これ に 名 前 を 与え て いな い . SINGH (1951) 
は と の 刺 毛 を “extra-seta lambda” と よび 図 で は “LD” な る 符号 を 使用 し た . その 後 McGUFFIN (1964) は , 
シャ ク ガ 科 幼 虫 の A1~A5 の 刺 毛 を 検討 し て いる . 彼 は A6-—A3 と 腹 脚 が し だ い に 小 さく な っ て いる と と で , 
最も primitive で ある Brephos infans MOSCHLER の 1 令 幼 虫 を 調べ る と と に より, COREA HINTON の 
L3 と し L3 SV3 と 考え て いる . その た め Oenochrominae, Ennominae, Hemitheinae, Sterrhinae の 一 部 
の 属 に 対し て , SV 刺 毛 群 を 4 本 と し , SV4 と いう 符号 を つか っ て いる . と の 考え 方 は 本 科 の 最大 の 特徴 で ある 
A38~A5 の 腹 脚 の 退化 に むす び つ け て 解釈 し て いる 点 で すぐ れ て いる . 一 方 MuTUURA (1956) は , 東毛 の 相同 
性 を 強調 し 新しい 命名 法 を 提唱 し た . 彼 は HINTON の SV 刺 毛 は , 胸 節 の も の と 腹 節 の も の と 相同 で は な いと 考 
えた . その た め 胸 分 の SV1, SV2 に それ ぞ れ Ci, C2 の 符号 を あて , 腹 節 の L3 と 相同 で ある と し た . し た が 
っ て 腹 節 の L3 は , Cl と 命名 され た . し か し 結局 MUTUURA も と の 刺 毛 に は 名 称 を 与え て お ら ず , C2 と す 
べき か どう か 今 の と と ろ 判 断 で き な い . 今後 と の 刺 毛 の 相同 性 を 考慮 し て 正しい 名 称 を きめ る 必要 が あろ う . AR 
で は や む を え ず 全く 便宜 的 に SINGH OLD と いう 符号 を 使用 する と と に し た い . 

1) 胸部 T1 ORI XDI は D1 の , XD2 は D2 の それ ぞ れ 前 方 で わずか に 背 方 に ある . T1 の 刺 毛 SD1, 
L2 お よび T2, T3 の 刺 毛 SD1 は 繊細 で 長い . SV 刺 毛 群 は T1 で 2 本 , T2・T3 で 1 本 で ある . 東毛 SV1 は 
T2 に お いて は L3 の 腹 方 で わずか に 前 方 に ある が , T3 に お いて は その 位置 を か えて L2 の 腹 方 で わずか 前 方 
に ある . 微小 刺 毛 MSD は 近接 し て 2 本 あり , T2 で は SD2 の 前 腹 方 に ある が , T3 で は 前 背 方 に 位置 する . 
T2. T3 に お ける 刺 毛 位置 の 相 傍 は , いずれ も T3 後方 の 膨大 に よる も の で あろ う . 

2) 腹部 : 刺 毛 D1 は A1—A8 で は D2 の 背 方 に ある が , A9 で は D2 の 直下 方 に ある . iX SD1 は , 
Al. AT. A8 に お いて は , D1 の 前 腹 方 で 気 門 の わずか 前 背 方 に ある が , A2~A6 で は D1 の 後背 方 で 気 門 の 
明らか に 前 背 方 に ある . Al DRE L1 は 繊細 で 気 門 の 直後 方 また は や や 腹 方 に ある. A2~A8 の 東毛 L1 は 
他 の 東毛 と 同様 の 形状 で 気 門 の 明らか に 後 腹 方 に ある . 刺 毛 L2 は A1 に お いて は 人 節 の 最も 前 方 に 位置 する が , 
A2~A6 で は 気 門 の 前 腹 方 で SD1 の 後 腹 方 に ある . また A7. A8 で は 気 門 の 直 腹 方 に 位置 する . HIE L3 は 
Al~A6 各 人 節 の 最後 方 に あり , Al で は L2 よら 背 方 に , A2—A6 で は 腹 方 に ある . A7・A8 で は L2 の 後 
腹 方 に ある が , 人 節 の 最後 方 に は 位置 し な い . RI LD は , AI~AG で は LI~L2 間 で 両 刺 毛 の 腹 方 に ある . 
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A7 で は Li の 腹 方 で わずか 後方 に あり , L3 と 非常 に 近接 し て いる . SV 刺 毛 群 は AL で 1 本 , A2 で 2 本 , 
A3~A6 で 3 本 , AT—A9 で 1 本 で ある . Al の 東毛 SV1 は LD の 後方 で わずか に 背 方 に ある . A2 ORE 
SV1 は LD の 後 腹 方 に , SV2 は SV1 の 前 腹 方 に あり , L3-SV1-SV2 が ほぼ 一 直線 を な す . A3~A5 ORI 
SV1 は L3 の 前 腹 方 に , SV2 は LD の 腹 方 で わずか に 後方 に あり , 両 刺 毛 の は ば 中 間 に SV3 が ある . BE 
LD・V1・SV 刺 毛 群 の こま か い 位 置 関係 は 種 に よっ て 異な る が , その 差 は 微小 で あり , さら 人 個体 変異 が 若干 み 
られ る の で と れ だ け で 種 を 同定 する と と は 危険 で ある . A6 の SV 刺 毛 群 は 腹 脚 側面 に 生ずる . AT の 刺 毛 SV1 
は L3 の 前 腹 方 に , A8 で は L8 の 後 腹 方 に , A9 で は LI の 後 腹 方 に ある . RI V1 は 短小 だ が , Al に お い 
て は か な り 長 く , L2・LD と ほぼ ば 同じ 長 さ で ある . 各 節 の 最 腹 方 (A2 で は SV1 の わずか に 腹 方 ) に 位置 し , Al 
で は L2 D, A2—A5 と A8 で は SV1 の , そし て A7 で は L3 の それ ぞ れ わずか 後方 に ある . また AT~ 
A9 で は 各 節 の 最後 方 に 位置 する . 尾 節 板 (anal shield) は 先端 部 中 央 で や や へ と む (P1.1, Fig. 12». 刺 毛 D1 
は L3 の わずか 後方 に あり , 左右 の L1 間 の 距離 は , LI~L2 間 よ り 長 い . 尾 脚 (P1. 1, Fig. 13) の 刺 毛 
CD2 は L2 の 下方 に あり , CP1 は L2 の 下方 , CP2 は L3 の わずか に 上 方 に ある . RER (setal ring) ML1 
は L140 L2 に 近い . 亜 尾 板 (subanal shield) は 先端 失 る . 気 門 は 杖 円 形 で 厚い 縁 を も つ . AB の 気 門 は AT 
の も の より や や 大 きい 程度 で 大 差 な い . Ga (crochets) (Pl. 1, Fig. 11) は 27431 本 で 異型 , 中 央 部 が 特に 
短い が 完全 に は 二分 割 さ れ な い . 








各種 の 外部 形態 は 酷似 し て お り , 本 属 の まとまり の 良さ を 示し て いる . 種 問 の 相違 は , 大 腸 内 面 の ひだ , 胴 部 球 
毛 の 長 さ , A3 の 東毛 LD・V1・SV 刺 毛 群 の 位置 関係 な ど に 見 られ る が , いずれ も わずか な 差 で ある た め , 種 
の 同定 に は 次 に 述べ る 体 色 斑 紋 の 特徴 も あわ せ て 調べ る 必要 が ある . 





2. 体 & 斑 ix 


頭 部 は 灰 褐色 て 黒褐色 と 変異 が あり , 頭頂 か ら 前 頭 に か け て と , 単眼 の 後方 に 灰白色 部 が ある (P1.2, Figs. 7- 
10). 副 前 額 (adfrontals) は , 種 に よっ て 全体 が 暗色 を 呈す る も の と , HAE (frontal suture) に そう 部 分 
だ け 暗 色 の も の と が ある . 触角 白色 , 先端 褐色 . 

胴 部 の 色 も 変異 が 大 きく , 最も 淡色 で ある 灰色 か ら , 灰 黄色 て 灰 褐色 て 黒褐色 を へ て , 最も 濃 色 で ある 黒 上 色 に 
いた る まで さま ざま の 段階 が 認め られ る . 種 に よっ て 一 応 の 傾向 は ある が , 全体 の 色彩 だ け で 同定 する の は か な り 
危険 で ある . 全体 に 微小 な 点 , 微細 な 線 を 散布 する . 背 線 は 灰色 ~ 灰 黒色 で 細い 黒色 線 で 縁 ど られ る . A2~Ad 
の 各 節 側面 に 背 線 部 か ら 気 門 部 に か け て 斜 条 が 発達 する . その 色彩 は 灰色 て 灰 褐色 て 黒色 と 変異 が ある が , 背 線 に 
近い 部 分 は いずれ の 場合 も 黒色 で ある . 斜 条 か ら 腹 方 は 気 門 附 近 ま で 広く 次 色 , 背 は 濃 色 を 呈す る . A2 て AS 
fH Cit, 気 門下 域 か ら 腹面 に か け て , 灰 褐色 ~ 黒 褐色 ~ 黒 紫色 を 時 し , 気 門 附近 で 背 方 へ 突出 する が , その 状態 
は 種 に よっ て 異な る . た だ し 突出 し た 先端 部 の 形 は 個体 変異 が あり 種 の 区 別に は つか えな い . T1. TZ の 気 門 上 
部 に 暗色 線 が ある . A6—A9 の 各 節 で は , 側線 域 が 帯状 に 濃 色 ( 灰 褐色 ~ 黒 褐色 ) を な し , それ より 背 方 は や や 
淡色 , 腹 方 は 気 門下 線 まで 広く 淡色 で ある . た だ し 全体 に 濃 色 の 個体 で は と の 帯 は は と ん ど 認 め ら れ な い . 腹面 に 
は 灰 黄色 の 腹 線 が 認め られ , 気 門下 線 と の 間 に 3 本 の 断続 的 な 縦 線 が ある . また 種 に よっ て は , Al~AS の 腹面 
に 各 節 1 ケ の 樽 色 の 円 斑 が 並ん を で いる . 胸 脚 ・ 腹 脚 は 全体 の 地 色 と ほぼ 同じ . 尾 脚 も 同様 だ が 外側 面 に 灰白色 の 一 
条 を そなえ る . 慣 節 板 も 同様 で , 背 線 か ら 延長 する 淡色 部 と 褐色 の 不 規則 な 模様 が ある . 

色彩 の 個体 変異 の 幅 が 大 きい た め , 外観 に よる 種 の 同定 は な か な か 上 難しい が , 頭 部 で は 副 前 額 の 色彩 , 胴 部 で は 
A2~ AS 各 節気 門 附近 の 斑紋 , 同じ く A2~AS 各 節 腹面 の 殆 紋 な ど に 種 間 の 相違 が み ら れ る . 








SiNGN (1953) は イン ド 産 の 材料 に も と づき 幼虫 の 形態 か ら , Sterrhinae を Division A, Division B と 二 大 
別 し , さら に 後者 を Group BI と Group BI に 分類 し て いる . Group BI は , Scopulini ヒメ シャ ク 族 に , BH 
は Sterrhini ベニ ヒメ シャ ク 族 世相 当 す る も の で ある . 本 属 は 彼 の 示し た 検索 表 に よる と ,「A1, A2 の SV fij 
毛 群 の 数 , A1 の SD1 と L2, 尾 節 板 の D1 と L3, BO CD2 と L3 の 位置 関係 ] か ら 明 ら か に Division 
A に 入れ られ る . Division A に は , Traminda, Anisephyra, Ptochophyle, Chrysocraspeda の 4 属 が 含め られ 
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て いる が , と れ ら は いずれ も わが 国 に 産 し な い . 本 属 を は じ め 日 本 産 の 4nisodes, Cosymbia の 3 属 を 含む Co- 
symbiini ヨ ツ メ ヒ メ シャ ク 族 が , と の Division A だ 相当 する も の と 考え られ る . 今後 他 の 属 の 調査 を お と な う 
と 共に , Rhodostrophiini トビ ヒメ シャ ク 族 と の 比較 検討 が 必要 で あろ う . 











E の 検索 表 
1 A2—A95 OPI L1, L2 $i 各 節気 門前 方 の 暗色 斑 C 含 まれ な い .… せ …『………… バ ーーー ニー いい ーーーー 2 
1 ^ A2—A5 の 刺 毛 L1, L2 が , 各 節 気 門 前 方 の 暗色 斑 に 接する か , 完全 に 含ま れる i 3 


2 A1~AS 各 節 腹面 に 1 個 の 円 い 椿 色 環 が ある . 腹 線 は 不明 瞭 . AS~AD の 刺 毛 SV8 は , SV1 と SV2 を 結 
Au (仮定 ) の わずか に 前 方 に あり , V1 と LD を 結ぶ 線 (仮定 ) の 上 に ある . 胴 部 の 刺 毛 極め て 短い . AAR 
の 2 林 の ひび だ は 共 明 腔 RE I E22 C. comptaria 

2 腹面 の 円 い 椿 色 斑 は A2~A5 各 節 に 1 個 あ る が , A1 に は 見 られ な い . 腹 線 は 明瞭 . AS-AS の 刺 毛 SV3 
it, SV1 と SV2 を 結ぶ 線上 に あり , V1 と LD を 結ぶ 線 の わずか に 後方 に ある . 胴 部 の 刺 毛 比較 的 長い . 大 
ORE OS ARAA OESO C. amata 

3 A2~A5 各 節 側面 の 暗色 斑 は 刺 毛 上 1, L2 を 完全 に 含み 気 門 の 前 緑 に 接する . 副 前 額 は 全体 に 暗色 . A HW 

部 の 色彩 が 濃 色 の 個体 多い . A3~A5 ORI SV3 は , SV1 と SV2 を 結ぶ 線上 に あり , V1 と LD を 結ぶ 

EB DE DING PETIT. dy RERO DERE C. apicirosea 

A2~ A5 各 節 側面 の 暗色 斑 は , 刺 毛 L1, L2 に 接し , 気 門前 縁 か ら 離 れ て いる . BIBTARILHERRIT E o 3540 

み 暗 色 , 頭 部 ・ 胴 部 の 色彩 が 淡色 の 個体 多い . A3~A5 の 刺 毛 SV3 は , SV1 と SV2 を 結ぶ 線上 に あり , x 

ら に V1 と LD を 結線 上 に ある OR Sen ee ME Ret Tea C. dichela 














M 


3 


種 の uU R 
Calothysanis amata prouti INOUE (Plate 2, Figs. 1, 4) 
ベニ スジ ヒメ シャ ク 


体長 約 22 mm, 頭 幅 約 1.0 mm 


1. 外部 E R 


AAR CPL 2, Figs. 13) は , 末端 歯 9 本 , 内 面 の 2 本 の ひだ の うち 内 側 の も の は 不明 瞭 で ある . 胴 部 の 刺 毛 は 
dichela より 短く , comptaria より は 長い ( 例 : Al DHE D2 が 約 240 4). A3~A5 ORI SVB は, LD と 
V1 を 結ぶ 直線 を 仮定 し た 場合 , それ より わずか に 後方 に ある . また SVI と SV2 を 結ぶ 直線 を 仮定 し た 場合 , 
その 線上 に ある (SV1-SV3-SV2 が は ば 一 直線 を な す ) CPL 2, Fig. 7. し か し と の 位置 関係 に は 若 - 征 変異 が 見 ら 
れる の で , 同定 に は 他 の 特徴 も ああ わせ て 調べ る 必要 が ある . 











2. 体 & € ix 


頭 部 ・ 胴 部 の 全体 の 色彩 が 灰 黄 褐 色 の 個体 が 多い . ERNER E 2 HB 720 NE. 背 線 は 細い 黒色 線 で 縁 ど 
SHC. 胸部 は 黒色 の 側線 が 明瞭 で ある . A2~A5 各 節 背面 か ら 気 門 域 に か け て の 斜 条 前 後 の 濃 
Dx Ov. また 気 門下 域 か ら 腹面 に か け て 主として 灰 黒色 を 呈す る が , 気 門前 方 へ の 突出 部 の 発達 は わる 
く ほ と ん ど 認 め ら れ な い 個 休 も ある . 突出 し て いる 場合 も , WB L1. L2 を 含ま な い の が 特徴 で あ も る (PL 1, 
Fig. 35. 腹面 は 全体 に 淡色 で , 灰 黄色 の 腹 線 が 明瞭 に 認め られ る . A2—A5 SAM ITMED E ZU BME. 
る が , Al に は ほとん ど 認 め ら れ な い . 


























3. 食 o X 


江崎 ら (1999) は , 本 種 の 幼虫 が "スカ ン ポ , ミゾ ソバ , イヌ タデ ZOOZOO EZR” と 記し て い 
る . その 後 の 井上 (1950, 1957, 1959) の 記録 も すべ て と れ を 引用 し て いる . 筆者 は , 1969 年 8 月 4 日 新津 市 七 日 
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HTA RAF PS WABKOMERATSCLMCE. ZARIE L LOS T REPU THULE 5. 
IDI CREM 12.5 mm で ある . CONMEOTMEUCKRICIUSO 6 OTHO, toU SEO TS E UICE 
め て よく 似 て いる (PL 2, Fig. 14). 

また 1969 年 9 月 17 日 新潟 県 西蒲原 郡 巻 町 で 得 た LOWED DENN UC, スイ パ , IYN, ARAPCHALA 
化 さ せる と と が で きた . 

以上 本 種 の 食 草 を 次 に 整理 し て お く . 江崎 ら (1939) の 「 ス カン ポ 」 dà, 奥山 (1968) に よれ ば , 地方 に よっ て 
RAN, イタ ドリ , カタ バ ミ の 方 言 と し て つか われ て いる と いう . カタ バ ミ は タデ 科 で は な い の で 除外 する と し 
Th, は た し て 同じ タデ 科 の スイ バ , イタ ドリ の どちら を 指し た も の か は っ きり し な い . 筆者 は 前 述 の よう 
スイ バ を 与え て 飼育 成功 し て いる が , イタ ドリ で は まだ 試み て いな い . し か し 摂 食す る 可能 性 は 充分 ある と 考え 
て いる . 井上 (1950) は 「 ス カン ポ 」 に Rumex acetosa の 学名 を あて て お り , スイ バ と 考え た と と は 明らか で あ 
2. 本 報 で は 一 応 摂 食 を 確認 し た スイ パ を 記録 し て お きた い . 江崎 ら も 記し て いる よう に お そら く タ デ 科 植物 を 広 
く 摂 食す る も の と 思う . 

Rumex Acetosa L. スイ バ (AJ vii) 























Polygonum Thunbergii SIEB. et Zucc. ミゾ ソバ 


Polygonum longisetum DE BRUYN イヌ タデ 


Calothysanis comptaria WALKER (Plate 2, Fig. 2) 


コ ベ ニ スジ ヒメ シャ ク 





体長 約 23 mm, 頭 幅 約 1.0 mm 
1. 外 部 形 RE 


KAR (PL 2, Fig. 14) は 末端 歯 10 本 , た だ し 最 内 側 の 歯 は 極め て 小さ い . 内 面 の 2 本 の ひだ は いずれ も 明 瞳 で 
HS. 胴 部 の 刺 毛 は 他 の 3 種 に 比 し て 最も 短い (I: AT の 刺 毛 D2 が 約 1704). 多く の 個体 に お いて , AS 


A5 の 東毛 SV8 は , V1 と LD を 結ぶ 直線 上 に ある が , SVL と SV2 を 結ぶ 直 線 よ り わ ず か に 前 方 に ある CPI. 
2, Fig. 8). 





2. 体 & bE ix 


頭 部 ・ 胴 部 の 全体 の 色彩 は , 灰 黄色 か ら 黒 紫色 まで 変異 の 幅 が 大 きい が , 一 般 に 淡色 の 個体 が 多い . 副 前 額 は , 
総 線 に そう 部 分 の み 黒色 で ある . 背 線 は 細い 黒色 線 で 縁 どら れ た 灰 黄色 一 灰 黒色 の 線 で ある が , amata より 細く 
HOETA. 胸部 の 側線 部 は 周囲 より 浪 色 で は ある が 線 と し て は 認め られ な い . 

A2- A5 各 和 分 背面 か ら 気 門 域 に か け て の 斜 条 前 方 は 広く 肖 色 , 後方 は 濃 色 を 呈す る が , TRICK o TARKA 
が ほとん ど な い も の も ある . 和 気 門下 域 か ら 腹面 に か け て の 濃 色 部 は , 必ず 気 門前 方 へ 突出 する が , 刺 毛 LL L2 
を 含ま な い (PL 1, Fig 4). さら に 多く の 個体 で は , 突出 部 に 囲ま れる よう に し て , WE L2 を 含む 白色 斑 が 発 
達し て いる . 腹面 は 全体 に 濃 色 , 灰 黄色 の 腹 線 が ある が 細く 不明 瞭 腹面 の 椅 色 の 円 考 は , A2 一 A5 各 節 の 他 Al 
に も 明瞭 に 認め られ る . 

















3. 食 草 


本 種 の 幼虫 の 食 草 は , 井上 (1950) に よっ て 記録 され た ニワ ヤナ ギ が 唯一 の も の で あっ た . その 後 井上 (1957, 
1959) が と れ を 引用 し て いる . 筆者 は , 1969 年 5 月 18 日 新潟 県 西蒲原 郡 巻 町 に お いて 1 頭 の 雌 を 得 , 採卵 し スイ バ 
を 与え て 飼育 し , 6 月 20 日 25 日 に 多数 の 成虫 を 羽化 させ る と と が で きた . また 同年 8 月 4 日 新津 市 七 日 町 に お い 
T, イヌ タデ か ら amata と と も に , Mh HBR. さら に 同年 8 月 30 日 新潟 県 北蒲原 郡 水 原町 で 清野 氏 
が , 同じ く イ ヌ タ デ か ら 得 た 5 頭 の 幼虫 を 筆者 が 飼育 し , 9 月 10 日 15 日 に 相次い で 羽化 し た . と の うち 1$, 1 
9 を 大 型 シ ャ ー レ 内 で 交尾 させ さら に 多く の 受精 卵 を 得 た . 9HITH-ASHICHMEUL, ミゾ ソバ , イヌ タデ を 与え 
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CHA L, 10 月 13 日 16 日 CREL, 10 月 2 日 29 日 羽化 し た . 以上 本 種 の 食 草 も ,。 いずれ も タデ 科 西 物 で あ 
$. 

Polygonum aviculare L. ニワ ヤナ ギ 

Polygonum longisetum DE BRUYN イヌ タデ 

P. Thunbergii Stes, et Zucc. ミゾ ソバ ( 摂 食す る が 野外 で は 未確認 ) 


Calothysanis dichela PROUT (Plate 2, Fig. 5) 
ウス ベニ スジ ヒメ シャ ク 


体長 約 23mm, 頭 幅 約 1.0 mm, 
1. + 部 JE RE 


ABS (PL 2, Fig. 15) は 末端 歯 9 本, 内 面 の 2 本 の ひだ の うち 内 側 の も の は 細い . 胴 部 の 東毛 は , apicirosea 
と は ほ ば 同 長 で , amata, comptaria より 明らか に 長い ( 例 : Al OIE D2 が 約 380,0. 多く の 個体 に お いて 
A38~A5 の 刺 毛 SV3 は , V1 と LD を 結ぶ 直線 上 に あり , さら に SV1 と SV2 を 結ぶ 直線 上 に も ある (SVB 
が 両 線 の 交点 に あたる ) (Pl 2, Fig. 9). 


2. k 色 斑 ix 


頭 部 ・ 胴 部 の 全体 の 色彩 は 変異 が 大 きい が , 灰 黄色 の 個体 が 多い . 副 前 額 は , 継 線 に そう 部 分 の み 黒色 . 背 線 は 
粗い 黒色 線 で 縁 ど られ た か な り 明 瞭 な 灰色 線 で ある . 胸部 の 側線 は 黒色 で 明瞭 . A2A5 名 節 背面 か ら 気 門 域 に 
DIS COMARITIILIE RE, 後方 は 濃 色 で comptaria より その 差 は 明らか で ある . 気 門下 域 か ら 腹面 た か け て 
の 濃 色 部 は 必ず 気 門前 方 へ 突出 し , HELI L2 に 接する (PL1, Fig.5). 多く の 個体 で は comptaria と 同じ よ 
うに 突出 部 前 方 に 白色 斑 を も つ . 腹面 は 全体 に 淡色 で 灰 黄色 の 腹 線 が 明瞭 に 認め られ る . MORRO MEI, 
Al に は み ら れ ず , A2~AD 各 節 に ある が , あま り 明 瞭 で な い . 


3. 食 草 


本 種 の 食 草 に つい て は と れ ま で 記録 は 全く な い . 筆者 は , 1969 年 6 月 8 日 新潟 県 加茂 市 に お いて , SV NOR 
落 で 昼間 多数 の 成虫 を 得 て 採 洲 し た . 巡 化し た 幼虫 に ミゾ ソバ , スイ パ を 与え て 飼育 し , 6 月 30 日 ~7 月 5 日 に 多 
^ の 成虫 を 羽化 させ る と と が で きた . また 同年 6 月 14 日 に も , 新潟 県 新発田 市 赤谷 に お いて 同じ く ミ ゾ ソ バ の 群落 
で 昼間 数 頭 の 成虫 を 得 て 採卵 し , ミゾ ソバ で 飼育 し , 7 月 5 日 10 日 に 羽化 し て いる . 現在 まで の と と ろ , 野外 で 
幼虫 を 得 て い な い が , 前 2 種 と 同様 タデ 科 の 植物 を か な り 広 く 摂 食す る も の と 思わ れる . 


Calothysanis apicirosea Prout (Plate 2, Figs. 3, 6) 
フト ベニ スジ ヒメ シャ ク 
体長 約 23mm, 頭 幅 約 1.0mm 
1. 外 部 形 RE 


犬 有 (PL 2, Fig. 16) は 末端 歯 9 本, 内 面 の 2 本 の ひだ の うち 内 側 の も の は 細い . 胴 部 の 刺 毛 は , dichela と 
同じ 位 の 長 さ で ある Hl: Al DORJE D2 が 約 4004). 多く の 個体 に お いて AB~AS DRE SV3 は , SV1 と 
SV2 を 結ぶ 直線 上 に ある が , V1 と LD を 結ぶ 直線 より わずか に 後方 に ある (amata LF). A4, A5 odii 
E L3 が 他 節 の L3 に 比 し て 著しく 強壮 で ある (A3 OIE L8 一 基部 の 幅 約 10 ヵ Exin, A4 の L3— 
基部 の 幅 約 204, RAW 720). 


2. ^ & x ix 
頭 部 ・ 胴 部 の 全体 の 色彩 は , 他 種 に 比 し て 濃く , 黒 紫色 の 個体 が 多い . 一 前 額 は 全体 黒色 を 呈す . PRIMO 
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FB fh CEL ond»muoSSxpee. 胸部 の 側線 は 黒色 で 明瞭 . A2~ AD 各 節 背面 か ら 気 門 域 に か け て の 
斜 条 前 後 の 濃淡 差 は , 他 種 に 比 し て 最も 大 きく , その た め 灰 白色 の 斜 条 が 非常 に 明 了 で ある . 気 門下 域 か ら 腹面 に 
か け て の 測 色 部 は , 必ず 気 門 前 方 へ 突出 する . 突出 部 の 発達 は 最も よく , WE L1, L2 を 含み さら に 気 門 の 前 線 
に 接し て いる (PL 2, Fig. 6). 腹面 は 全体 に 濃 色 , 腹 線 は 灰 黄色 で comptaria と 同様 に 細い が 明瞭 に 認め られ 
A. 腹面 の 円 斑 は 認め られ な い . 


3. 食 3k 


本 種 の 食 草 に つい て も 従来 全く 記録 が な い . 筆者 は , 1969 年 6 月 8 日 加茂 市 で , また 同年 6 月 14 日 新発田 市 赤谷 
T, いずれ も ミゾ ソバ の 群落 で 昼間 dichela と と も に 成虫 を 数 頭 採集 し 卵 を 得 た . 英 化 し た 幼虫 に は ミゾ ソバ 
スイ バ を 与え て 飼育 し , 加茂 産 は 7 月 2 日 て 8 日 に , 赤谷 産 は 7 月 5 日 9 日 に 羽化 させ る と と が で きた . AMS 
現在 まで の と と ろ 野 外 で 幼虫 を 得 て いな い が , 他 種 と 同様 広く タデ 科 植 物 を 摂 食す る も の で あろ う . 

以上 本 報 で は , HALE Calothysanis 属 の 幼虫 4 種 に つい て , 外部 形態 ・ 体 色 斑 紋 を 記載 し その 異同 を 明らか に 
し た . 今後 C. convectaria ト ガ リ ベ ニ スジ ヒメ シャ ク の 幼虫 を 調べ 既知 種 と の 比較 を お と な いた い . また 各種 の 
若 令 幼虫 に つい て 再 検討 も お と な いた い . 一 方 食 草 の 面 で は , 野外 で dickela, apicirosea の 幼虫 の 探索 に 努め る 
と 共に , は た し て 本 属 の 食 草 が タデ 科 植 物 に 限定 され る も の で ある の か , それ と も Scopula R, Sterrha 属 と 同 
Ki, 各種 の 植物 を 食べ る の か も 調べ て みる 必要 が あろ う . | 
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Summary 


In tlie present paper the author dealt with the morphological characters of larvae of four species 
belonging to the genus Calothysanis HUBNER (Geometridae, Sterrhinae), C. amata, C. comptaria, C. 
dichela, and C. apicirosea. 

The nomenclature for the setae is coincided with that of HINTON (1946). A seta “lambda” of 
FRACKER (1915), commonly found in the larvae of Geometridae on Al to A7, referred to as ‘‘seta 
LD", used by SIGHN (1951) in his figures. 

These larvae have the combination of characters. 


Body form strongly enlarged at posterior half of T3 and Al. Body setae extremely short, but on 
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A1 slightly longer, especially setae L2, LD and V1. Subventral setal group on Al unisetose, bisetose 
on A2 and trisetose on A3 to A5. Prolegs of mature larva bear up to 31 biordinal crotchets incompletely 
separated into two groups. Seta CD2 of anal proleg distinctly above level of seta L3. Seta SD1 on 
A1 distinctly posterior to L2. Seta D1 on anal shield slightly posterior to L3. 


Based on larval characters, SrGHN (1951) divided the subfamily Sterrhinae into two distinct di- 
visions, “A” and “B”. This genus belongs to “Division A" by the above-mentioned characters. 
Probably “Division A" may be correspond with the tribe Cosymbinii, including this genus. 


These species may be identified by the following key. 


1. On A2 to A5, dark marking anterior to the spiracle excluding setae L1 and L2......................... 2 
1’, On A2 to A5, dark marking anterior to the spiracle including or in contact with setae L1 and 
[Er Nc x EM 3 


2. With an orange, circular marking on each ventral area on A1 to A5. Midventralline inconspicuous, 
On A3 to Ad, seta SV3 slightly anterior to the imaginary line connecting SV1 and SV2, on the 
line connecting V1 and LD. Body setae extremely short. Mandible with two ribs, both conspicuous 
"PME C. comptaria 

2/ With an orange, circular marking on each ventral area on A2 to A5, without on A1. Midventral- 
line conspicuous, On A3 to A5, seta SV3 on the imaginary line connecting SV1 and SV2, slightly 
posterior to the line connecting V1 and LD. Body setae relatively long. Mandible with two ribs, 
inner oné inconspicuous AR eser brute SNe dce OR e Eu ded reed ta Pres iE ean Le ks C. amata 

3. On A2 to A5, dark marking in contact with the anterior margin of the spiracle. Adfrontals all 
dark. On A3 to A5, seta SV3 on the imaginary line connecting SV1 and SV2, slightly posterior to 
the line connecting V1 and LD. General color dark II C. apicirosea 

3/. On A2 to A5, dark marking off the anterior margin of the spiracle. Adfrontals dark along the 
frontal suture. On A3 to A5, seta SV3 on the imaginary line connecting SV1 and SV2, on the 
line connecting V1 and LD. General color light C. dichela 


Feeding on Rumex Acetosa, Polygonum Thunbergii, P. longisetum, P. aviculare (Polygonaceae). 


Explanation of Plates 


Plate 1. 

Figs. 1-6. Last instar larva. 

1. Calothysanis amata prouti, lateral aspect. 2. C. comptaria, lateral aspect. 
3. C. apicirosea, lateral aspect., 4. C. amata prouti, dorsal aspect. 
5. C. dichela, lateral aspect, 6. C. apicirosea, dorsal aspect. 


Figs. 7-11. Head of the last instar larva. 


7. C. amata prouti, frontal aspect. 8. C. comptaria, frontal aspect. 
9. C. dichela, frontal aspect. 10. C. apicirosea, frontal aspect. 
11. C. dichela, ocellar area, 


Fig. 12. Labrum of the last instar larva of C. comptaria. 

Figs. 13-16. Mandible of the last instar larva. 
13. C. amata prouti. 14. C. comptaria. 15. C. dichela. 16. C. apicirosea. 
Plate 2. 

Figs. 1, 2. Setal maps of the last instar larva of C, dichela. 

Figs. 3-6. Color pattern near the spiracle of the 2nd abdominal segment, 
3. C. amata prouti. 4. C. comptaria, 5. C. dichela, 6. C. apicirosea. 

Figs. 7-10. Ventral aspect of the 3rd abdominal segment of the last instar larva. 
7. C. amata prouti. 8. C. comptaria. 9. C. dichela. 10. C. apicirosea. 

Fig. 11. Crotchet of anal proleg of C. dichela. Fig. 12. Anal shield of C. dichela, 

Fig. 13. Anal proleg of C. dichela. Fig. 14. Pupa of C. apicirosea. 
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